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１
日
か
ら
平
成

29年
６
月
30日

ま
で切
手
を
は
ら
ず
に

お
出
し
くだ
さ
い
。

泉大津市東雲町９ ー 12

（山折り②）

（山折り①）

泉大津市役所　秘書広報課 行

よりよい泉大津市をつくるため、皆さんのご意見をお寄せください！

送付方法

（
切
り
取
り
線
→
）

よりよい泉大津市をつくるために、皆さんのご意見をお聞かせください！

　市民の皆さんから市政についての幅広いご意見をいただく「市長への提言」を実施します。
　皆さんから寄せられたご意見・アイデアなどは、市長が直接拝見し、今後の市の施策の参考と
させていただきます。ただし個人的な相談・苦情などはご遠慮ください。
　なお、ご意見などに対して回答が必要なもので、発信者の連絡先が明記されているものは、担
当課より回答させていただきます。
　また、いただいたご意見などの中からいくつかを後日広報紙でご紹介します。
問合　秘書広報課（市役所４階）
　

締切＝　6 月 16 日㈮（当日消印有効）

① 裏面に住所・氏名・年齢・電話番号、あなたのご意見をご記入ください。

② このページを切り取ってください。

③郵送またはファクスで秘書広報課へ送付ください。
▷郵送…この面の「山折り線」にしたがい、「山折り①」→「山折り②」の順に折ります。裏面の「のりしろ」
にのりを貼っていただき、封筒を作り、切手を貼らずにそのままポストへご投函ください。
▷ファクス…裏面（アンケート面）のみを、秘書広報課（21・0412）へ送信してください。
※メールでも受け付けます…郵送・ファクスのほか、メールでもご意見を募集します。その際はメールの
タイトルを「市長への提言」としてください。
　メールアドレス＝hisyokouhou@city.izumiotsu.osaka.jp
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●
平
成
29
年
度
市
・
府
民
税
（
個

人
住
民
税
）
の
主
な
改
正
点

①
給
与
所
得
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

　
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
、
左

記
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

②
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
等
の
書
類
の
添
付
等
の
義
務

化
に
つ
い
て

　
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係

る
扶
養
控
除
等
の
適
正
化
の
観
点
か

ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
個
人
市

民
税
・
府
民
税
の
申
告
な
ど
で
、
国

外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
（
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
含
む
）・
配
偶

者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
・
障
害

者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

「
親
族
関
係
書
類
」
お
よ
び
「
送
金

関
係
書
類
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
書

に
添
付
、
ま
た
は
申
告
の
際
に
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

●
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
は
お
済

み
で
す
か
？

　
申
告
期
限
内
（
３
月
15
日
ま
で
）

に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
、
社
会

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
や
国
民

年
金
保
険
料
な
ど
）や
生
命
保
険
料
・

地
震
保
険
料
の
申
告
が
お
済
み
の
人

に
つ
い
て
は
、
申
告
い
た
だ
い
た
内

容
が
市
・
府
民
税
額
の
決
定
に
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
税
額
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
の
支
払
金
額
が
わ
か
る
証
明
書

な
ど
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

市
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
不
慮
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合

や
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
る
人
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ

り
納
付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
状
況

に
よ
り
市
税
の
納
期
を
延
ば
し
た

り
、
分
割
納
付
や
税
額
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
減
免
の
申
請
は
、
そ
の
税
の

納
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
個
人
市
・
府
民
税
の
主
な
減
免
要
件

▽
生
活
保
護
の
扶
助
や
、
貧
困
に
よ

り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け

る
人

▽
当
該
年
に
お
い
て
、
所
得
が
皆
無

と
な
っ
た
た
め
、
生
活
が
著
し
く
困

難
と
な
っ
た
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
と
認
め
ら
れ
る
人

▽
学
生
お
よ
び
生
徒

▽
不
慮
の
災
害
に
よ
り
納
税
の
能
力

を
喪
失
し
た
人

▽
右
記
に
類
す
る
人
で
あ
っ
て
特
別

の
事
情
の
あ
る
人

問
合　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

平成 29年度　市･府民税の
納税通知書を送付します

平成 29 年度の納税通知書を６月上旬に送付します。個人市･府民税は前年中の所得
をもとに計算され、１月１日現在市内にお住まいの人に対して課税されます。今年
度の市・府民税の主な改正点などについてお知らせします。問合　税務課市民税係

適用時期
上限額が適用される
給与収入額

平成28年度（27年分）

1,500万円

245万円

平成29年度（28年分）

給与所得控除の上限額

平成30年度（29年分）

1,000万円

220万円

1,200万円

230万円

改修された住宅に対する固定資産税の減額について
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場合、申告により、工事完了日の翌年度分の固定資産税が減額されます。　
工事完了日から３か月以内に、税務課への申告が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

耐震改修

バリアフリー改修

省エネ（熱損失防止）改修

昭和57年 1月 1日以前に建築された住宅
高齢者など（年齢が65歳以上の人、要介護認定ま
たは要支援認定を受けている人、障がいのある人）
が居住する、平成19年 1月 1日以前に建築された
住宅
平成20年 1月 1日以前に建築された住宅

　工事費用が 50 万円を超える（平成 25 年 3
月 31 日までの契約分は 30 万円以上）改修工
事を行った、左記の住宅に対する固定資産税が
対象です。
　その他、各改修ごとに個別に要件があります
ので、詳しい内容や申告の必要書類などについ
ては、お問い合わせください。
問合　税務課固定資産税係（市役所1階5番窓口）※耐震改修および省エネ改修により、改修後の住宅が認定長期優良住宅に該当する場合の

減額割合が改定されました。
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昨
年
11
月
広
報
の
研
修
生
募
集
に

は
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
多
数

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
作
文
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
、
15

〜
20
歳
ま
で
の
男
女
14
人
の
研
修
参

加
者
が
、
平
成
29
年
３
月
12
日
〜
19

日
の
８
日
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ

島
に
あ
る
全
寮
制
の
語
学
学
校
に
滞

在
し
、
英
語
力
を
磨
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
広
い
視
野
と
感
覚
を
持
っ
た
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、「
深
喜
人
材

育
成
基
金
」
を
活
用
し
、
市
民
の
海

外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
台
湾
へ
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
28
年
度
は
語
学
研
修
を
青
少
年

向
け
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
28
年
度
の
研
修
校
M
D
L
は
、
日

本
や
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
ア
ジ
ア
圏

の
学
生
に
、
第
二
言
語
と
し
て
英
語

を
教
え
る
語
学
セ
ン
タ
ー
で
す
。
全

寮
制
で
、
先
生
や
各
国
の
生
徒
た
ち

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
24
時

間
、
す
べ
て
英
語
で
す
。

研
修
の
内
容

　
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
文
法
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ベ
ル
テ
ス

ト
。
こ
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

自
分
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
に
振
り
分
け

ら
れ
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
や
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
な
ど
、
授
業
は
一
日
約
９

時
間
に
お
よ
び
、
授
業
終
了
後
は
校

内
の
娯
楽
施
設
で
他
国
か
ら
の
研
修

生
ら
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実

し
た
研
修
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

研
修
生
の
声

　「
研
修
中
に
得
ら
れ
た
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
能
力
や

精
神
力
、
経
験
を
今
後
の
生
活
に
活

か
し
た
い
」「
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

能
力
が
以
前
と
比
べ
て
飛
躍
し
た
気

が
す
る
」「
自
分
の
将
来
を
見
つ
め

な
お
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
一

日
た
っ
ぷ
り
と
英
語
を
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
充
実
し
た
生
活
で

し
た
」「
実
際
に
話
し
て
み
る
と
意

外
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
自
信
を
も
て
た
」
な
ど
の
感
想

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
に
よ
る
研
修
報
告
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。
　

問
合
　
企
画
調
整
課（
市
役
所
４
階
）

平成 28 年度 フカキ夢・ひとづくり海外派遣研修報告

おまけショット！

研修最終日は
セブ島観光で
フィリピン料理を
楽しみました

意外に伝わった！

グループレッスンの様子

マンツーマンレッスン
の様子

学んだ英語を活かしたい！

ヒアリング力 ステップＵＰ!!

おいしい
～！

たのしい～
！

おいしい
～！

たのしい～
！
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